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手口ピックアップ！

ココに｢技あり｣！

件 数 金 額

R５年

R４年

増 減

２０

１１

＋９

約３，６５０万円

約８８０万円

約＋２，７７０万円

６月中

特殊詐欺発生状況
件 数 金 額

R５年

Ｒ４年

増 減

８８

９１

－３

約２億１，２１０万円

約１億８，０３０万円

約＋３，１８０万円

1～６月

令和５年１月～６月の状況

上半期の手口まとめ

○ 還付金詐欺が23件と最も多く、次いで、預貯金詐欺と架空料金請求詐欺がそれぞれ20件、オ
レオレ詐欺13件を認知

○ 被害額合計は、架空料金請求詐欺が約9，810万円と最も高額で、被害額が高額化したNTT
ファイナンスをかたる有料サイト未払金名目の手口などを認知

○ 被害の約８割が自宅の固定電話から始まっている
○ 被害者88人（男性19人、女性69人）のうち、65歳以上は64人（男性9人、女性55人）と
高齢の女性が多く被害に遭っている（還付金詐欺は、特に60歳代の女性が被害に遭っている）

６月中、中国銀行稲荷支店では、「介護保険料の還付金がありま
す。」と言われ、携帯電話で通話しながらATMを操作していた来店
客に行員が声を掛け、還付金詐欺被害を未然に防止しました。
ＪＡ晴れの国岡山総社西支店では、「チャットの利用料金が未納で

す。」と言われ、携帯電話で通話しながら窓口で振込み手続きをしよ
うとした来店客に職員が声を掛け、電話を代わるなどして架空料金請
求詐欺被害を未然に防止しました。
また、セブンイレブン玉野和田５丁目店、ファミリーマート児島文

化センター前店等では、電子マネーカードを購入しようとした来店客
に店員が声を掛けたことにより、架空料金請求詐欺被害を未然に防止
することができました。このほかにも、コンビニエンスストア等で合
計23件の特殊詐欺被害を未然に防止することができました。

来店客が携帯電話
で通話していること
を不審に感じて声を
掛けたことや、職員
自ら電話を代わって
電話内容を詐欺と見
破った好事例です。

上半期の手口内訳 上半期の主な手口をピックアップ！

預貯金詐欺
自宅の固定電話に市役所職員を名乗る犯人から「保険料

の還付金があります。振り込みをするので利用金融機関を
教えてください。」などと電話を掛かってきます。利用金
融機関を答えると、続いて、答えた利用金融機関職員を名
乗る者が電話を掛けてきて「キャッシュカードが古くて振
り込みができません。キャッシュカードの交換が必要で
す。」などと言われ、自宅を訪れた金融機関職員を名乗る
犯人にキャッシュカードをだまし取られます。

還付金詐欺

※上半期はギャンブル詐欺、交際あっせん詐欺、その他の特殊詐欺の認知はなし

自宅の固定電話に、市役所職員を名乗る犯人から「還付
金があります。ＡＴＭで手続きができます。ＡＴＭに着い
たら電話をして下さい。」などと電話が掛かってきます。
ＡＴＭに赴き、指定された電話番号に携帯電話で電話をか
けるとＡＴＭの操作を指示され、いつの間にか犯人の口座
に送金させられます。

手口 件数 金額

オレオレ詐欺 13件 約3,870万円

預貯金詐欺 20件 約2,530万円

架空料金請求詐欺 20件 約9,810万円

還付金詐欺 23件 約2,990万円

融資保証金詐欺 2件 約140万円

金融商品詐欺 3件 約810万円

キャッシュカード詐欺盗 7件 約1,060万円

合計 88件 約2億1,210万円


